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　公益財団法人SBS静岡健康増進センター健
康講座「聞いてなるほど！ いきいきライフ」は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ラジ
オの放送やウェブ配信のほか、紙面のみで紹介
する。今回はSBS健康増進センター副所長で、
放射線科専門医である中島信明さんが「画像
診断の現状と放射線被ばくについて」と題し、
講演した。聞き手はフリーアナウンサーの長谷
川玲子さん。なお、この講演の様子は下記2次
元コードから無料で見ることができる。
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の
後
に
回
復
し
ま
す
の

で
、
過
度
に
恐
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
微
量
で
も
影
響

が
起
こ
る
の
が
「
確
率
的

影
響
」
で
す
。
回
復
せ
ず

生
涯
を
通
じ
て
蓄
積
し

ま
す
。
こ
ち
ら
は
発
が
ん

と
、
変
異
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

子
孫
へ
受
け
継
が
れ
る

遺
伝
的
障
害
で
す
。
原
爆

の
被
ば
く
が
こ
れ
に
当

た
り
ま
す
。
１
０
０
ｍ
Ｓ

ｖ
以
上
で
発
生
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。

誘
発
率
は
１
ｍ
Ｓ
ｖ
を
被
ば
く

し
た
10
万
人
の
う
ち
発
が
ん
が
５

人
、
遺
伝
的
影
響
が
１
人
程
度
と

言
わ
れ
ま
す
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
被
ば
く
量
は
極
め
て
少
な
く
、

即
体
調
に
影
響
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

実
は
私
た
ち
は
日
々
、
放
射
線

を
知
ら
な
い
う
ち
に
受
け
て
い
る

の
で
す
。
宇
宙
や
太
陽
、
食
べ
物

か
ら
、
年
間
１
人
当
た
り
約
２
・

４
ｍ
Ｓ
ｖ
被
ば
く
し
て
い
る
こ
と

も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
知
っ
て
く

だ
さ
い
。

Ｈ
：
な
じ
み
深
い
胃
の
バ
リ
ウ

ム
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
も
被
ば
く

す
る
と
聞
く
と
、
胃
の
検
査
は
す

べ
て
内
視
鏡
に
し
た
く
な
り
ま

す
。中

島
：
そ
う
思
い
た
く
な
り
ま

す
が
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
で
は
胃
の

全
体
像
が
分
か
る
た
め
、
ス
キ
ル

ス
胃
が
ん
な
ど
が
引
き
起
こ
す
胃

壁
の
硬
さ
な
ど
の
診
断
に
有
効
で

す
。
内
視
鏡
は
、
胃
粘
膜
の
わ
ず

か
な
変
化
を
直
接
見
ら
れ
、
必
要

に
応
じ
て
生
検
ま
で
で
き
る
強
み

が
あ
り
ま
す
。
両
者
を
隔
年
で
行

う
こ
と
も
選
択
の
一
つ
で
す
。
胃

以
外
の
検
査
で
は
、
放
射
線
を
使

わ
な
い
超
音
波
検
査
や
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
一

長
一
短
が
あ
り
、
使
い
分
け
が
必

要
で
す
。

Ｈ
：
で
は
女
性
が
気
に
な
る
乳

が
ん
検
診
に
欠
か
せ
な
い
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
は
い
か
が
で
す
か
。

中
島
：
前
述
の
よ
う
に
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
ば
く
量
は
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
約
30
倍
で
す

が
、
微
細
な
石
灰
化
の
描
出
に

非
常
に
優
れ
、
し
こ
り
を
作
ら
な

い
早
期
乳
が
ん
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
で
な
け
れ
ば
写
り
ま
せ

ん
。
し
こ
り
の
あ
る
乳
が
ん
の
場

合
、
超
音
波
や
触
診
で
も
分
か
る

の
で
、
こ
ち
ら
も
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
超
音
波
検
査
の
受
診
方

法
を
工
夫
す
れ
ば
、
よ
り
安
心
か

と
思
い
ま
す
。

リ
ス
ク
と
利
点
知
り　
　

ア
ド
バ
イ
ス
受
け
て

Ｈ
：
医
療
被
ば
く
の
リ
ス
ク
と
、

病
気
の
早
期
発
見
の
利
点
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
、
先
生
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
島
：
日
本
は
世
界
的
に
見
て

も
、
Ｃ
Ｔ
が
非
常
に
普
及
し
て
い

る
国
で
す
。
２
０
０
０
年
代
で

は
、
全
世
界
の
Ｃ
Ｔ
機
器
の
３
分

の
１
が
ア
メ
リ
カ
、
同
じ
く
３
分

の
１
が
日
本
、
残
り
が
他
の
国
に

あ
る
、
と
い
う
状
態
で

し
た
。
そ
の
た
め
日
本

で
は
、
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
医

療
被
ば
く
が
他
国
の
10

倍
以
上
と
非
常
に
多
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
す
が
、
世
界
最

大
の
医
療
被
ば
く
国
で

あ
る
わ
が
国
は
、
世
界

最
長
寿
国
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｔ
検

査
が
病
気
の
早
期
発
見

に
多
大
な
寄
与
を
し
て

き
た
結
果
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
だ
、
被
ば
く
は
必
要
以
上
に

し
な
い
ほ
う
が
良
い
の
で
、
特
に

生
殖
可
能
年
齢
の
若
い
世
代
に
は

極
力
被
ば
く
が
少
な
い
検
査
を
行

い
、
安
全
を
期
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
方
が
、
病
気
と
放
射
線

被
ば
く
の
両
方
の
不
安
を
お
持
ち

で
す
。「
病
気
を
取
る
か
被
ば
く

を
取
る
か
」
と
い
う
割
り
切
り
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
去
年
の
状

況
か
ら
判
断
し
て
、
今
年
は
被
ば

く
の
な
い
こ
ち
ら
の
検
査
を
勧
め

ま
す
」
な
ど
の
医
療
者
側
の
ア
ド

バ
イ
ス
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
：
検
診
時
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
ね
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
静
岡
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
画
像
診
断
の

特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
島
：
当
セ
ン
タ
ー
は
全
国
で

ま
だ
約
40
カ
所
だ
け
の
、
放
射
線

科
の
専
門
医
が
常
勤
で
画
像
診
断

を
行
う
人
間
ド
ッ
ク
の
施
設
で

す
。
さ
ら
に
、
遠
隔
で
他
の
専
門

医
と
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

よ
り
詳
細
で
正
確
な
画
像
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
も
放
射
線
科

専
門
医
と
し
て
、
今
後
も
医
療
被

ば
く
軽
減
の
努
力
と
、
精
度
の
高

い
画
像
診
断
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
：
隔
年
の
放
射
線
検
査
の
受

診
な
ど
、
少
し
の
工
夫
で
被
ば
く

量
は
減
ら
せ
る
の
で
す
ね
。ま
た
、

必
要
以
上
に
怖
が
る
こ
と
は
な
い

と
も
感
じ
ま
し
た
。
健
康
管
理
や

予
防
医
学
の
大
切
さ
を
鑑
み
、
上

手
に
検
診
を
受
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

診
断
や
治
療
で
活
躍　
　

２
種
類
の
放
射
線

長
谷
川
（
以
下
Ｈ
）
：
放
射
線

は
診
断
や
治
療
な
ど
医
療
現
場
で

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
「
放
射
線
被
ば
く
」
と
い
う
言

葉
に
不
安
な
印
象
を
持
つ
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
に
お
け

る
「
被
ば
く
」
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

中
島
：
医
療
で
は
診
断
や
病
状

の
把
握
の
た
め
、
多
様
な
画
像
診

断
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
に
エ
ッ

ク
ス
線
を
用
い
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
Ｃ
Ｔ
、
ガ
ン
マ
線
を
用
い
た

核
医
学
検
査
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
診
断
時
に
受

け
る
放
射
線
被
ば
く
を
医
療
被
ば

く
と
呼
び
ま
す
。

放
射
線
に
は
電
磁
放
射
線
と
粒

子
線
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
電

磁
波
と
は
光
や
電
波
な
ど
、
質
量

の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
で

す
。
波
長
の
長
さ
で
名
称
も
変
わ

り
、
光
よ
り
少
し
波
長
が
長
い
の

が
赤
外
線
、
も
っ
と
長
い
も
の
が

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
な

ど
の
電
波
類
で
す
。

逆
に
、
光
か
ら
少
し
波
長
の
短

い
の
が
紫
外
線
で
す
。
日
焼
け
後

に
皮
膚
の
皮
が
む
け
る
の
は
、
そ

の
厚
み
の
分
紫
外
線
が
入
っ
た
か

ら
で
す
。
エ
ッ
ク
ス
線
や
ガ
ン
マ

線
な
ど
波
長
が
短
く
な
る
に
つ
れ

体
内
に
入
り
、
つ
い
に
は
体
を
通

過
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
粒
子
放
射
線
は
質

量
を
持
っ
た
原
子
の
粒
の
流
れ

で
、
例
え
ば
陽
子
線
は
、
県
立
静

岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
治
療
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
炭
素
原
子
な
ど
の

重
い
粒
子
が
飛
ん
で
く
る
も
の
が

重
粒
子
線
で
す
。

放
射
線
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
エ
ッ
ク
ス
線
や
ガ
ン

マ
線
は
体
内
を
素
通
り
す
る
際
に

電
離
や
吸
収
が
行
わ
れ
、
減
弱
し

て
通
過
し
ま
す
。
こ
の
エ
ッ
ク
ス

線
か
ら
画
像
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
そ
の
際
、
体
内
で
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
損
傷
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ

が
放
射
線
被
ば
く
で
す
。

粒
子
線
は
質
量
が
あ
る
の
で
体

内
を
通
過
で
き
ず
、
す
べ
て
吸
収

さ
れ
る
た
め
、
被
ば
く
量
が
高
ま

り
ま
す
。
こ
の
粒
子
線
を
が
ん
の

病
巣
に
集
中
さ
せ
れ
ば
、

副
作
用
を
抑
え
て
が
ん

を
殺
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
近
年
で
は
が
ん
治
療

に
陽
子
線
や
重
粒
子
線

が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

レ

ン

ト

ゲ

ン

撮

影
、

胃
透
視
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

な
ど
は
医
療
被
ば
く
を

起
こ
し
ま
す
。
内
視
鏡
検

査
、
超
音
波
検
査
、
磁
石

を
使
っ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

は
放
射
線
を
使
わ
な
い

の
で
被
ば
く
し
ま
せ
ん
。

検
診
方
法
に
よ
っ
て　
　

異
な
る
被
ば
く
量

Ｈ
：
身
近
な
検
診
で
の
被
ば
く

量
が
気
に
な
り
ま
す
。

中
島
：
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
場

合
、
肺
は
言
わ
ば
「
空
気
の
固
ま

り
」
の
た
め
、
エ
ッ
ク
ス
線
は
気

体
を
素
通
り
し
て
肺
内
の
病
変
を

写
し
出
し
ま
す
。
心
臓
や
大
血
管

の
輪
郭
、
胸
部
の
骨
も
写
り
、
病

気
の
診
断
も
可
能
で
す
。
被
ば
く

量
は
わ
ず
か
０
・
１
〜
０
・
２
ｍ

Ｓ
ｖ
（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
で
す
。

胸
部
Ｃ
Ｔ
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
約
40
倍
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

や
胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
約
30
倍

で
す
。
大
半
の
放
射
線
被
ば
く
は

「
確
定
的
影
響
」
と
言
わ
れ
、
あ

る
量
ま
で
副
作
用
も
症
状
も
出
ま

せ
ん
。
ま
た
、
被
ば
く
し
て
も
そ

ＳＢＳ静岡健康増進センターホームページから
https://www.sbs-smc.or.jp/center/detail/11

9日（日） 10：00～10：30 放送
ＳＢＳラジオ（1404ＫＨｚ／1557ＫＨｚ）今回の講演は ＳＢＳラジオ、

ホームページ でご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今回は人を集めての講演会は開催されておりません。

スマートフォンをお持ちの方は
二次元コードを
アプリで読み取ると
簡単にアクセスできます。

放
射
線
治
療
　
上
手
に
活
用

中島  信明 さん

SBS 静岡健康増進センター副所長
放射線科専門医・日本がん治療認定医

なかじま・のぶあき　1953年、群馬県生まれ。県立総合病院で放射
線科の専門医を長年務め、検診分野の画像診断で、病気の早期発見・
治療に尽力。レントゲンやＣＴなどの検査における放射線被ばくの影
響を最小限にするための講演活動にも力を入れている。
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線量
（ミリシーベルト）出典:国連科学委員会(UNSCEAR)2008年報告、

(公財)原子力安全研究協会「生活環境放射線」(平成23年)より作成 


